
令和２年５月１２日 

教員各位（非常勤講師を含む） 

副学長（教育担当）宮下 俊也 

 

「令和２年度前期授業報告書」作成・提出のお願い 

 

 ５月７日からの非対面授業にご協力いただき、ありがとうございます。 

 すでに先生方にはご理解いただいているところですが、５月１日付で文部科学省より発出されて

いる「遠隔授業等の実施に係る留意点及び実習等の授業の弾力的な取扱い等について」において、

「遠隔授業等の実施に係る留意点」等として以下が示されています（抜粋）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 あらためて、これらについてはご留意いただき、授業の実施をお願いいたします。 

また、特に非対面授業においては、その質の担保が学生や保護者からも求められます。 

つきましては、前期開講科目のすべてについて、別紙のフォーマットにより「令和２年度前期授

業報告書」をご作成・ご提出願います。これは、文部科学省への報告や、学生・保護者等に対する

本学の説明責任を果たすために必要となるものです。 

 お忙しいところ恐縮ですが、４月７日以降、授業の実施記録（休講中の課題指示も含む）を記載

し、各開講科目の全日程終了後、ご提出をお願いいたします。 

 

記 

１．記載事項：別紙フォーマットによる 

２．提出時限：開講科目の全日程終了後 

３．提出先・提出方法：教務課へメールにて提出（kyoumu@nara-edu.ac.jp） 

           添付ファイル名には、授業科目名及び時間割番号も併せて記載願います。 

           「例：令和２年度前期授業報告書（授業科目名：時間割番号）」 

４．その他：前期開講科目のすべてについて提出してください。当初の予定と全く変更なく実施し

た場合（もともと集中講義であった場合など）は、（別表）の「授業実施状況等」欄に

は、「左記計画通りに実施した。」と記載してください。「当初計画における内容の担保

について等」欄は、空欄で結構です。 

 

 

  

・授業担当教員の各授業ごとの指導計画（シラバス等）の下に実施されていること 

・授業担当教員が，オンライン上での出席管理や，確認的な課題の提出などにより，当該授業の実

施状況を十分把握していること 

・学生一人一人へ確実に情報を伝達する手段や，学生からの相談に速やかに応じる体制が確保さ

れていること 

・大学等として，どの授業科目が遠隔授業等で実施されているかなど，個々の授業の実施状況につ

いて把握していること 

・学生の個別の状況等も踏まえ，それぞれの学生が必要な教育を受け，学修の機会が確保できるよ

うに配慮すること 

・遠隔授業の実施によっては面接授業に相当する教育効果を認めることが困難な授業科目が多く

開設されているような学部等においては，学生の状況や希望等も踏まえ，こうした修学上の様々

な配慮や工夫について検討すること 

・学生が単位取得等について大きな不安を抱えていることも踏まえ，より丁寧に説明すること 

本件の問い合わせ先： 

教務課教務担当（kyoumu@nara-edu.ac.jp） 



（別紙） 

令和２年度前期授業報告書（記入例） 

 

授業担当教員名  

授業科目名  

時間割番号  

到達目標 （シラバスに記載しているものをそのままコピー＆ペーストしてください） 

 

授業計画（内容と方法） 授業実施状況等 

（シラバスに記載しているものをそのままコピー＆ペー

ストしてください） 

 

第 1回 ○○ 

第 2回 ○○ 

（左の計画と対応させ、実際に行った方法を記入してください。

以下は記入例。） 

 

第 1回・第 2回 

 休講期間中にあたり、シラバスで課題を指示し、○月〇日まで

に提出させ、添削し、フィードバックした。 

第 3回 

当初計画の内容を Teams によって実施した（○月〇日）。 

第 4回・第 5回 

 当初計画で扱うテーマについて音声入りのパワーポイントを作

成して提示し（○月〇日）、それについての意見、学び、質問

等を、メールで提出させ、学生個々にフィードバックした（○

月〇日～〇日）。 

第 6回～第 11 回 

 当初計画の内容を、時間割通りに Teams によって実施した。 

第 12 回～第 15 回 

 補講として当初計画の内容を対面で実施した（○月〇日～〇

日）。 

 

 

当初計画における内容の担保について等 

（上に記載した授業実施報告に即し、当初計画の内容が担保できた旨、記載してください。以下は例です。） 

  

 ネット環境の関係で、Teams に参加できなかった〇名の学生には、録画記録を郵送し視聴させた。目標の到達は、計画通り

中間レポート、最終レポートの内容によって確認し評価した。その結果、全員の目標到達が確認できた。 

 第〇回については、季節性の関係からやむを得ず◇◇◇の内容に変更したが、到達目標との整合性は担保した。 

 


